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久保田市長が初登庁しました久保田市長が初登庁しました
～３期目のスタートへ～

1月 29日㈬、1月29日㈬、

　１月 19日㈰に告示された岩倉市長選で、同日無投
票で再当選した久保田市長が 1月 29 日㈬、初登庁
しました。
　市役所前で職員から花束を笑顔で受け取り、出迎え
た職員らに拍手で迎えられ、３期目のスタートを切り
ました。また、い～わくんもお祝いに駆けつけました。
　その後に行われた就任式では、「人口減少、特に少
子高齢化に伴う諸課題解決のために欠かせない地域で
の人と人とのつながりを、コンパクトなまちという特
色を活かしながら進めていきたい。また、市民の意見
を聞きながら市民参加によるまちづくりを推進してい
きたい」と話しました。

市民レポート
地域のテーマを地域から発信

学校と地域が手を結び 子どもたちを育てていく取り組みに参加して
　コミュニティ・スクールでは、こどもたちが地域社会とつながり、地域の人
が気軽に学校と関われる取り組みをしています。
　私も地域の大人として関わることができるかと気になっていました。そんな
時、一枚のチラシと知人からの誘いをきっかけに、手作り好きと主婦経験で役
に立てるならばと、中学校でのボランティアに一歩足を踏み入れました。
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▲▼裁縫を支援しています
　私が加わったのは岩倉中学校で昨年秋から始まった家庭科応援サークル
（ＩＨＳ：Iwakura Home economics Support club）という活動です。こ
れまで学校、特に授業に入るのは敷居が高いと思っていましたが、“できる人が、
できるときに、できることをする”応援ボランティアとして、家庭科の調理実
習や制作実習に参加し、こどもたちを見守り、学びを支援しています。
　気軽に参加でき、こどもたちの学校での姿を垣間見る事ができる貴重な時間
です。そして、地域の宝であるこどもたちの健やかな成長のために学校と手を
つなぐ良い体験をさせてもらっています。

　岩倉中学校では、美術部・家庭科部など部活動でもサポーターを募集してい
ます。参加してみてはいかがでしょうか。そして、こどもたちと共にできる活
動があれば中学校に問い合わせてみてはどうでしょう。

◀普段からやっていることが
　授業に活かせます


